
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４４０２

基盤研究(B)（一般）

2015～2013

環境統合型生産システムの構築に関する国際比較研究

International comparative research on the establishment of production system 
incorporeting Environmental Management

４０２７４３５２研究者番号：

中瀬　哲史（AKIFUMI, AKIFUMI）

大阪市立大学・大学院経営学研究科・教授

研究期間：

２５２８５１１９

平成 年 月 日現在２８   ６ １３

円    13,200,000

研究成果の概要（和文）：われわれは，環境経営を現実にするため，環境技術の革新，それを活用する企業の理念、そ
の環境経営を支える社会の連携が不可欠であることを明らかにしてきた。今回の研究で地域経済の落ち込みを実感して
，地域経済の再生と環境経営の実践の両立を目指した。そのために以下の重要さが明らかとなった。第1に，企業や行
政等の地域のプレイヤーが地域資源の強みを共有すること，第2に、現実に地域資源の実態に合わせて，具体的に環境
経営の理念を各プレイヤーに付与すること，第3に、当該地域外とも有効なネットワ－クを構築することである。以上
によって，環境経営の実現，その企業経営の確立，地域経済の発展につながることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We have shown clearly that innovation of environmental technology, the idea of 
the company which utilizes it, and cooperation of a community are indispensable in order to make 
eco-management actual. We realized depression of regional economy by this research. We aimed at revival 
of regional economy, and coexistence of practice of eco-management. Therefore, the following importance 
became clear. It is that 1st the players of areas, such as companies and administrations, share the 
strong point of local resources. In the second it is giving the idea of eco-management actually to each 
player concretely according to the actual condition of local resources. Third it is building an effective 
network to the outside of the area concerned. By the above, We showed clearly that we lead to realization 
of eco-management, establishment of the corporate management, and development of regional economy.
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１．研究開始当初の背景 
 現在では，どの国，地域でも環境経営に強
い関心を抱いているものの，環境技術の発展
でのみその環境問題を解決しようとしてい
る。これまでのわれわれの研究から，環境問
題を解決し，持続的に発展していくためには，
環境技術を革新し続けるとともに，その環境
技術を活用する企業の理念が重要であり，地
域社会との連携を構築することが必要であ
ることを明らかにしてきた。 
２．研究の目的 
 そこで，本研究では環境技術の発展，その
環境技術を活用する企業の理念，関係する地
域社会との連携のあり方を調査しようとし
た。研究を進めるなかで，環境経営を実践す
るべき地域経済は大変に疲弊し，地域社会の
崩壊状態に接した。このままでは，連携すべ
き地域社会は消滅してしまう。そこで，地域
経済を再生し，企業経営を自立，自律させ，
同時に環境経営を実践しうるあり方を研究
することになった。いわば，地域経済の再生
と環境経営の実践の両立を目指したのであ
る。 
３．研究の方法 
 第 1 に，具体的な産業（電力産業，鉄鋼産
業，化学産業，自動車産業，エレクトロニク
ス産業，建築産業）を取り上げること，第 2
に，それら産業とのかかわりで，日本の国内
外の企業，行政府を訪問して実態を調査する
こと，第 3に，本研究の母体でもある生産シ
ステム研究会を定期的に開催して議論を行
うこと，第 4に，分担研究者ともども所属す
る学会（日本経営学会，工業経営研究学会，
環境学会，管理論研究会等）で発表すること，
であった。 
 実際に複数の研究者で訪問したところは，
北海道網走市，中国浙江省，天津であった。
個々の研究者は，東京，関西など，興味深い
企業，行政を訪れて研究を進めた。 
４．研究成果 
 地域経済の再生と環境経営の実践の両立
に関する調査から，以下のことが明らかとな
った。第 1に，企業や行政等の地域のプレイ
ヤーが地域資源の強みを共有することが，ま
ずは重要だということである。足もとを見つ
め直すことの必要を痛感した。第 2に，現実
に地域資源の実態に合わせて，具体的に環境
経営の理念を各プレイヤーに付与すること
である。この点で，環境経営とは言い難いか
もしれない措置，例えば，スーパーではレジ
袋を購入しない，事業所でのごみの分別をし
っかりと行うことなどから始めることが重
要であった。第 3に，当該地域外にある環境
経営のプレイヤー（企業や行政など）とも有
効なネットワ－クを構築することである。以
上によって，企業経営を確立し，地域経済を
再生して，環境経営の実現につながる方向性
を確認した。ただし，研究はまだ発展途上で
ある。 
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